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１．組織の概要（事業者名、所在地、事業の概要、事業規模等） 

  １－１．事業者名及び代表者名 

       事業者名  株式会社 亀屋工業所 

       代表者名  代表取締役  根本 甲 

 

  １－２．所在地 

       〒３１７－００６４ 茨城県日立市神峰町４丁目１１番１２号 

       電話 ０２９４－２１－４１４６ 

       Ｅ－Ｍａｉｌ info@j-kame.co.jp 

       ＵＲＬ    http：//www.j-kame.co.jp 

 

  １－３．事業の概要 

       家庭用電気機械器具の製造及びその部品の販売並びに輸出入、工場内機械設備・ 

       治具・金型の輸出入、販売及び修理 

 

  １－４．事業規模 

       売上高（２０２４年） ： １，１３３百万円 

       従業員数 ： ６８名 

       延べ床面積 ： ３，９３４ｍ２ 

       敷地面積 ： ３，４３２ｍ２ 

 

 

２．対象範囲（認証・登録範囲） 

  認証・登録範囲 ： 上記「１－１」、「１－２」に同じ 

 

 

３．実施体制 

 

 
 

代表者

事務局 ＥＭＳ推進委員会

環境管理責任者

生産管理部 設計部 品証部 製造部
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４．環境経営方針 

環 境 経 営 方 針 
 

基本理念 
 

 当社は地球環境の保全が、人類共通の課題であるとの認識のもと、 

地球環境との共生・調和を配慮した企業活動をあらゆる分野で展開し、 

かつ、環境保全活動を自主的・積極的に推進し、持続的に成長・発展 

する社会の構築を目指します。 
 

行動指針 
 

１．環境経営システムを構築、運用、維持し、環境への取組を積極的に 

  推進します。 

 

２．事業活動に伴う環境負荷低減のため、以下の内容に取組みます。 

  （１）経営における課題とチャンスから、本来業務に関する環境 

      経営目標を設定し、環境への負荷の低減を図ります。 

      （予算達成、環境製品設計、生産性向上、品質向上、等） 

  （２）環境への負荷と環境への取組の状況から、環境経営目標を 

      設定し、環境への負荷の低減を図ります。 

      （ＣＯ２排出、廃棄物排出、水使用、化学物質使用、等） 

 

３．環境経営方針を達成するため、環境経営の継続的改善を推進します。 

 

４．事業活動に適用される環境関連法規等を遵守します。 

 

５．環境経営レポートを公表し、社会とのコミュニケーションを図り 

ながら環境調和を図り、広域的な社会貢献をします。 

 

２００８年４月１４日 制定 

２０２１年 4 月０８日 改訂発行 

 

株式会社 亀屋工業所 

代表取締役  根本 甲 

 



4 

５．中長期の環境経営目標 

 

 

目標項目 
単位  ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

二酸化炭素排出量 ｋｇ－ＣＯ２ 
目標 ４６５，０１２ ４６０，１１７ ４５５，２２２ 

実績 ４３５，４７８ ４１０，８２０ ３６５，７７５ 

電気使用量 ｋｇ－ＣＯ２ 
目標 ４０９，１３２ ４０４，８２６ ４００，５１９ 

実績 ３５９，４９１ ３４６，２５６ ３２２，４３５ 

灯油使用量 ｋｇ－ＣＯ２ 
目標 ４，７９５ ４，７９５ ４，７９５ 

実績 ２，２９３ ３，０９０ ３，６８９ 

ＬＰＧ使用量 ｋｇ－ＣＯ２ 
目標 ２１０ ２１０ ２１０ 

実績 ２１０ ９３ ９７ 

ガソリン使用量 ｋｇ－ＣＯ２ 
目標 ２２，８２８ ２２，８２８ ２２，８２８ 

実績 １１，３２３ ９，９０２ ８，３０１ 

廃油排出量 ｋｇ－ＣＯ２ 
目標 ８７０ ８７０ ８７０ 

実績 １，４５０ ２，２６２ １，７６９ 

廃プラ排出量 ｋｇ－ＣＯ２ 
目標 ３０，１７０ ３０，１７０ ３０，１７０ 

実績 ６０，７１０ ４９，２１８ ２９，４８４ 

廃棄物排出量 ｔ（トン） 
目標 ４０．７３ ４０．７３ ４０．７３ 

実績 ５０．７７ ４６．３１ ３３．４７ 

水使用量 ｍ３ 
目標 １，２７９ １，２７９ １，２７９ 

実績 ８９９ １，０２９ １，２７３ 

化学物質 ※ 
目標 適正管理 適正管理 適正管理 

実績 適正管理 適正管理 適正管理 

売上高 ％ 
目標 １００ １００ １００ 

実績 ８９ １１５ ６６ 

 
《備考》 

①購入電力の二酸化炭素排出量は、２０１７年度の温室効果ガス排出量を算出する際に用いる係数 

 「０．４８６ｋｇ－ＣＯ２ｋｗｈ」（東京電力エナジーパートナー 株式会社）を使用する。 

②二酸化炭素排出量及び電気使用量の目標は、２０１７年度の実績を基準として、毎年１％の削減と 

 した。二酸化炭素排出量、電気使用量以外の目標は、２０１７年度の実績を基準として、毎年 

基準年より増加しないよう、維持管理とした。 

③ＬＰＧ使用量については、２０１８年度より新規暖房を設置したことにより、２０１８年度実績を基準として、 

毎年基準年より増加しないよう、維持管理とした。 

④化学物質については、取引先との関係で、削減困難であるため、適正管理とした。 

⑤売上高については、社内評価として新年度スタート時の予算値を１００として評価する。 
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６．２０２４年度の環境経営目標と環境経営計画、及び実績と取組内容並びに評価結果 

 

目標項目 単位 目標／実績 取組内容 評価結果 

二酸化炭素 

排出量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 455,222 
部門活動により､全体の約８割を

占める電気使用量を削減すると

共に､灯油､ＬＰＧ､ガソリン､廃油､

廃プラの適正管理を行なう。 

目標達成 
・今年度、廃プラについて排出量

を大幅に削減することができた。 実績 365,775 

電気 

使用量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 400,519 
部門活動、空調の適正化（夏

季・冬季で適正な温度設定管理

をする。）、電気の無駄な使用の

改善、蛍光灯のLED 化推進、他 

目標達成 
・次年度以降、作業現場の集約

化、LED 化を中心に電気量削減

を図る。 実績 322,435 

灯油 

使用量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 4,795 部門活動、暖房の適正化（適正

な温度設定管理をする。）、他 
目標達成 
・活動継続（異常値管理） 実績 3,689 

ＬＰＧ 

使用量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 210 部門活動、ＬＰＧ使用の適正化、

暖房の適正化（適正な温度設定

管理をする。）、他 

目標達成 
・活動継続（異常値管理） 実績 97 

ガソリン 

使用量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 22,828 
部門活動、ガソリン使用の適正

化、エコドライブの実践、顧客先

へ出向いての打合せ減（電話、

メール、リモート会議等活用）他 

目標達成 
・コロナ後、顧客先での打合せか

らリモート会議等に変化。今後も

活動継続する。（異常値管理） 実績 8,301 

廃油 

排出量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 870 

部門活動、資源のリサイクル化、 

廃プラ類の資源のリサイクル化、 

廃プラ排出量の削減、他 

ﾎﾟｯﾃｨﾝｸﾞ使用製品の生産が増え

定期的な排出量が増えた。また

通常製品以外に発生する、試作

品、設備ﾒﾝﾃ油、ﾍﾟﾝｷ等につい

て使用後の廃却量が少なくなるよ

う注意する。 

実績 1,769 

廃プラ 

排出量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

 

目標 

 

30,170 
目標達成 
・成形後に排出される、廃プラに

関して大幅に削減することができ

た。（廃却から有価品へ切替） 実績 29,484 

廃棄物 

排出量 
ｔ（トン） 

 

目標 

 

40.73 目標達成 
・廃プラの削減より、大幅に削減

することができた。 
実績 33.47 

水使用量 ｍ３ 
目標 1,279 水道管の漏水点検（上水）、 

ポンプ寿命試験の節水、他 
目標達成 
・活動継続（異常値管理） 

実績 1,273 

化学物質 ※ 
目標 適正管理 定期的な棚卸し、廃棄に繋がる

不良の削減 
・活動継続（異常値管理） 

実績 適正管理 

売上高 ％ 
目標 100 

部門活動による売上高の確保 
年間を通し顧客受注が落ち込み

売上が低迷した。 実績 66 

 
《備考》 廃棄物排出量は一般廃棄物と産業廃棄物を合わせた値とする。 
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７．２０２４年度の部門の環境経営目標と環境経営計画、及び実績と取組内容並びに評価結果 

 

（１）設計部門 

目標項目  単位 ２０２４年度 取組内容 評価結果 

売上確保・拡大 

（製品売上） 

目標値 ％ １００ 
売上確保 

白物家電全体も売りが伸びず、主

要顧客の売上減少が大きく影響

し、目標未達であった。 実績値 ％ ６６ 

売上確保・拡大 

（新規売上） 

目標値 ％ １００ 提案型新製品の開発及び 

新分野への参入 

新規顧客開拓、製品の使用数増に

より新製品の売上は過達となった。 実績値 ％ １２４ 

総コスト低減 

（ＶＥＣ活動） 

目標値 ％ １００ 直材費、加工費、梱包輸送費の 

低減、部品点数の削減、 

特殊仕様排除、部品共用化 

目標は未達となったが、年度末に

VEC 案を積み上げたので、来期で

適用していく。 実績値 ％ ０ 

 

（２）製造部門 

目標項目  単位 ２０２４年度 取組内容 評価結果 

生産効率向上 

（ＳＴ低減） 

目標値 ％ １００ 生産ライン・設備の改善及び構築、 

セル生産方式の導入拡大 

目標の改善件数、セルライン化共に達

成し、5％のＳＴ低減目標を達成した。

今後も継続実施する。 実績値 ％ １００．８ 

成形機 

稼働率向上 

目標値 ％ １００ 内作化推進 

ＭＴ停止時間短縮 

作業量による計画停止時間増での目

標未達であった。稼働率向上に向けて

今後も継続実施する。 実績値 ％ ８８ 

 

（３）生産管理部門 

目標項目  単位 ２０２４年度 取組内容 評価結果 

総コスト低減 

（異常費低減） 

目標値 ％ １００ 

誤出荷および手配漏れを防止 
作業ミスを大幅削減ができ、 

目標達成ができた。 
実績値 ％ １，２１４ 

総コスト低減 

（購入費低減） 

目標値 ％ １００ 
低減活動対象社の選定 

最新価格の把握 

昨今の価格高騰の中、値下げ交渉

は目標未達となった。 

少しでも下げるように努力する。 実績値 ％ ５１ 

 

（４）品質保証部門 

目標項目  単位 ２０２４年度 取組内容 評価結果 

新製品不良撲滅 

（設計不良） 

目標値 ％ １００ 論理的思考、実験・試験検証、 

設計変更点管理、ＤＲ参加、 

Ｃｐ値活用、他 

顧客との仕様打合せが不十分な点

が見られた。仕様打合せの更なる

充実化を DR 等で発信する。 実績値 ％ ０ 

社外不良低減 

（日立 GLS、他） 

目標値 ％ １００ 早期原因調査と是正、 

作込不良・見逃不良の未然 

防止、作業マニュアル検証、他 

社外不良は目標を達成したもの

の、不良に対する意識は十分とは

言えない。さらに、意識向上を図

る。 
実績値 ％ １００ 

社内不良低減 
目標値 ％ １００ 商用検査不良の原因調査と対策、 

作込不良・見逃不良の 

未然防止､作業マニュアル検証､他 

社内不良低減会議の継続により、

問題点の改善等を各部の協力得

て実施してきた効果と考える。 実績値 ％ ２００ 

 

《備考》 

２０２４年度の目標値を１００％として、削減と拡大の夫々に対して減少と増加を算出した。 
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８．２０２５年度の環境経営目標と環境経営計画 

 

目標項目 単位 目標／実績 取組内容 評価結果 

二酸化炭素 

排出量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 ３４６，１６４ 
部門活動により､全体の約８割を

占める電気使用量を削減すると

共に､灯油､ＬＰＧ､ガソリン､廃油､

廃プラの適正管理を行なう。 

 
実績  

電気 

使用量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 ３００，５７１ 
部門活動、電気使用の効率化

（生産ラインの集約化、LED 化

推進）、空調の適正化（夏季・冬

季で適正な温度設定管理をす

る。）、他 

 

実績  

灯油 

使用量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 ４，７９５ 部門活動、暖房の維持管理（適

正な温度設定管理をする。）、他 
 

実績  

ＬＰＧ 

使用量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 ２１０ 部門活動、ＬＰＧ使用の維持管

理、暖房の適正化（適正な温度

設定管理をする。）、他 

 
実績  

ガソリン 

使用量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 ２２，８２８ 
部門活動、ガソリン使用の維持

管理、エコドライブの実践、顧客

先へ出向いての打合せ減（電

話、メール、リモート会議等活

用）他 

 

実績  

廃油 

排出量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 ２，１６０ 

部門活動、資源のリサイクル化、 

廃プラ類の資源のリサイクル化、 

廃プラ排出量の削減、他 

 
実績  

廃プラ 

排出量 
ｋｇ－ＣＯ２ 

目標 １５，６００ 
 

実績  

廃棄物 

排出量 
ｔ（トン） 

目標 ４０．７３ 
 

実績  

水使用量 ｍ３ 
目標 １，２７９ 水道管の漏水点検（上水）、 

ポンプ寿命試験の節水、他 
 

実績  

化学物質 ※ 
目標 適正管理 定期的な棚卸し、廃棄に繋がる

不良の削減 
 

実績  

売上高 ％ 
目標 １００ 

部門活動による売上高の確保  
実績  

 
《備考》 

① 購入電力の二酸化炭素排出量 
・2025 年度使用係数：0.376ｋｇ－CO２ｋｗｈ 東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ株式会社 2022 年度を使用する。 

※目標値に関しては 2024 年度まで使用していた係数 0.486 の 77.4％相当として算出する。 
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９．２０２５年度の部門の環境経営目標と環境経営計画 

 

（１）設計部門 

目標項目  単位 ２０２５年度 取組内容 評価結果 

売上確保・拡大 

（製品売上） 

目標値 ％ １００ 

売上確保  

実績値 ％  

売上確保・拡大 

（新規売上） 

目標値 ％ １００ 提案型新製品の開発及び 

新分野への参入 
 

実績値 ％  

総コスト低減 

（ＶＥＣ活動） 

目標値 ％ １００ 直材費、加工費、梱包輸送費の 

低減、部品点数の削減、 

特殊仕様排除、部品共用化 

 

実績値 ％  

 

（２）製造部門 

目標項目  単位 ２０２５年度 取組内容 評価結果 

生産効率向上 

（ＳＴ低減） 

目標値 ％ １００ 生産ライン・設備の改善及び構築、 

セル生産方式の導入拡大 
 

実績値 ％  

成形機 

稼働率向上 

目標値 ％ １００ 内作化推進 

ＭＴ停止時間短縮 
 

実績値 ％  

 

（３）生産管理部門 

目標項目  単位 ２０２５年度 取組内容 評価結果 

総コスト低減 

（在庫低減活動） 

目標値 ％ １００ 在庫管理強化 

在庫金額，維持月数を把握し、 

在庫低減する 

 

実績値 ％  

総コスト低減 

（購入費低減） 

目標値 ％ １００ 
低減活動対象社の選定 

最新価格の把握 
 

実績値 ％  

 

（４）品質保証部門 

目標項目  単位 ２０２５年度 取組内容 評価結果 

新製品不良撲滅 

（設計不良） 

目標値 ％ １００ 論理的思考、実験・試験検証、 

設計変更点管理、ＤＲ参加、 

Ｃｐ値の活用、他 

 

実績値 ％  

社外不良低減 

（日立 GLS、他） 

目標値 ％ １００ 早期原因調査と是正、作り込み不

良・見逃不良の未然防止、作業指

示書を含め検証、他 

 

実績値 ％  

社内不良低減 

目標値 ％ １００ 商用検査不良の原因調査と対策、 

作り込み不良・見逃不良の未然防

止、作業指示書を含め検証、他 

 

実績値 ％  
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１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無 

 

（１）主な環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

 環境関連法規等 要求事項の概要 評価結果 

１ 廃棄物処理法 委託契約書、マニフェスト管理票の管理、他 遵守 

２ 騒音・振動規制法 特定施設の届出、環境測定 遵守 

３ フロン排出抑制法 簡易点検（１回／３ヶ月） 遵守 

 

（２）環境関連法規等に関して、違反、訴訟等は過去１年間、ありませんでした。 

（３）外部情報に関して、外部からの環境に関する苦情や要望は過去１年間、ありませんでした。 

 

１１．代表者による全体の評価と見直しの結果（代表者から環境管理責任者への指示内容） 

 項目 変更 代表者の指示内容 

１ 
環境経営 

方針 
有り  無し 

 

2021 年 4 月 8 日に改訂発行した環境経営方針に変更は必要

ないと考え、これを継続する。 

 

 

２ 
環境経営 

目標 
有り  無し 

2024 年度の中長期環境経営目標は、廃油使用量が実態とか

け離れており、この整合を考慮した目標値へ見直しが必要で

ある。その他の資源の排出実績は目標をクリアしているので、

これを継続して行く。又各部門の計画達成状況は、売上げ減

少の影響も有るが、その他部門としての責務を考えた場合に、

目標へのアタックの視点を変えることも必要なので、これを考

慮したアクションを進めて欲しい。 

 

３ 実施体制 有り  無し 

 

特に変更の必要性は無いと考える。 

 

 

４ その他 有り  無し 

2024 年度は、残念ながら売上はこれまでにない数値へ落ち込

んだ結果となった。弊社の売上は各顧客先の売上に連動する

構造となっている。このため売上が低下すると、全ての事業運

営がデフレ現象のように後ろ向きの対応となってしまい、何とか

してこれを打開しなければならない。この為には各部門が連携

して、新規の受注獲得も含めた活動で挽回しなければならな

い。このような状況下こそ各部門の結束力を高める好機ととら

えて、経営改善に向け推し進めて行く。 

 

以上 


